
　

昭
和
45
年
の
大
利
根
工
業
団
地

以
来
、
実
に
54
年
ぶ
り
の
大
型
誘

致
と
な
り
ま
す
「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
工
場
」
が
上
小
泉
地
区
に

造
成
中
の
産
業
団
地
に
建
設
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
町
内
の

自
動
車
工
場
に
「
Ｅ
Ｖ
自
動
車
の

新
工
場
」
が
建
設
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
将
来
を
見

据
え
、
新
た
に
建
設
さ
れ
る
工
場

周
辺
の
基
盤
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
や
地
域

経
済
の
発
展
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、
企
業
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
情
報
交
換
会
や
企

業
支
援
の
た
め
の
各
種
制
度
を
充

実
す
る
と
と
も
に
、
若
者
の
Ｉ
タ
ー

ン
や
Ｕ
タ
ー
ン
を
支
援
す
る
た
め
、

空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
、
Ｉ
Ｔ
・
Ｄ
Ｘ
な
ど
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
誘
致
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

企
業
誘
致

企
業
誘
致

～
新
た
な
雇
用
創
出
と

～
新
た
な
雇
用
創
出
と

地
域
経
済
の
活
性
化
～

地
域
経
済
の
活
性
化
～

　

こ
れ
ま
で
も
、
町
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
こ
と
こ
そ
が
最
も
重
要

な
職
務
で
あ
る
と
捉
え
、
災
害
対

策
と
し
て
、
河
川
や
用
水
路
な
ど
に

お
け
る
治
水
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

の
配
備
、
災
害
協
定
の
締
結
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
防
犯
対
策
と
し

て
、
家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
の
補
助
や

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

に
県
内
で
最
も
早
く
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
７
月
に
は
、
災
害
時

に
避
難
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る

各
中
学
校
の
体
育
館
へ
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
、
令
和
８
年
５
月
に

は
、
災
害
発
生
時
の
防
災
拠
点
機

能
を
備
え
、
町
民
の
安
全
・
安
心

を
支
え
る
新
庁
舎
の
供
用
開
始
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

大
泉
町
か
ら
投
げ
か
け
締
結
し

た
、
県
内
初
の
取
り
組
み
と
な

る
、
西
邑
楽
３
町
と
大
泉
警
察
署

の
「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
連
携
と
協
力
に
関
す
る
協

定
」
に
基
づ
き
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

更
新
や
増
設
な
ど
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
対
応
す
る
な
ど
、
全
力
で

　

小
学
校
、
中
学
校
に
お
け
る
給

食
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
経
済

的
負
担
を
減
ら
す
た
め
段
階
的
に

補
助
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

令
和
７
年
度
か
ら
無
償
化
す
る
と

と
も
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
ハ
ラ
ル

フ
ー
ド
、
不
登
校
な
ど
で
給
食
を

食
べ
て
い
な
い
人
、
町
外
の
学
校

に
通
学
し
て
い
る
人
へ
の
助
成
も
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
お
い

し
く
、
楽
し
く
、
食
に
つ
い
て
学
べ

る
給
食
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
立
北
保
育
園
に
お
い

て
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
体
調
不

良
児
対
応
型
の
病
児
保
育
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
休
日

保
育
な
ど
の
特
別
保
育
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
町
内
の
保
育
水

準
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
本

町
で
健
や
か
に
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
、
子
育
て
支
援
を
充
実
し
て
い
く

と
と
も
に
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
に
わ
た
る
一
体
的
な
支
援

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど

も
園
、
児
童
館
へ
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
人
英
語
指
導
助
手
）
や
Ｊ
Ｔ
Ｅ

（
日
本
人
英
語
指
導
助
手
）
の
配

置
、
英
語
検
定
へ
の
補
助
や
英
語

検
定
受
験
の
た
め
の
教
室
の
実
施

な
ど
、
英
語
に
慣
れ
親
し
め
る
環

境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
後
も
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
英
語
教
育

を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
と

し
て
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
に
よ
る

組
織
的
な
対
応
や
学
校
と
適
応
指

導
教
室
（
あ
ゆ
み
教
室
）
、
ス
マ

イ
ル
教
室
、
支
援
施
設
な
ど
と
の

連
携
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
、
多
様
な
学
習
支

援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
、
保
護
者

間
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
は
、
県

内
で
い
ち
早
く
配
置
し
た
ス
ク
ー

ル
ロ
イ
ヤ
ー
（
※
）

と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
早
期
解
決
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
中
に
団
塊
の
世
代

全
員
が
75
歳
以
上
と
な
り
、
一
人

暮
ら
し
や
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
も

増
加
し
て
い
る
中
、
社
会
保
険
料

の
負
担
増
や
働
き
手
不
足
な
ど
が

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
高
齢
者
等
デ
マ
ン
ド

交
通
「
ほ
ほ
え
み
」
の
利
便
性
向

上
な
ど
高
齢
者
福
祉
の
さ
ら
な
る

充
実
と
将
来
的
な
不
安
の
軽
減
に

つ
な
が
る
よ
う
、
き
め
細
や
か
な

支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
施
設
な
ど
で
働

く
介
護
職
員
な
ど
の
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
確
保
す
る
た

め
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　

町
に
は
、
令
和
７
年
４
月
30
日
現

在
、
53
か
国
、
９
０
９
０
人
、
人
口

の
21
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
外
国

籍
の
人
が
住
ん
で
お
り
、
町
で
は
、

多
文
化
共
生
の
た
め
、
多
文
化
共
生

懇
談
会
、
文
化
の
通
訳
登
録
制
度
、

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
発
掘
・
連
携
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

多
文
化
共
生
を
進
め
る
上
で

は
、
基
本
的
な
生
活
の
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
も
ら
う
こ
と
も

重
要
で
す
。
「
郷
に
入
っ
て
は
郷

に
従
え
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ

り
ま
す
が
、
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
検

定
の
導
入
な
ど
、
外
国
人
集
住
都

市
会
議
な
ど
を
通
じ
て
、
国
に
要

望
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
的
に
高
齢
化
や
労
働

力
不
足
な
ど
の
課
題
が
生
じ
て
い
る

中
で
、
特
に
介
護
従
事
者
や
サ
ー
ビ

ス
業
、
製
造
業
な
ど
に
お
い
て
外
国

人
労
働
者
は
必
要
で
あ
り
ま
す
の

で
、
国
籍
の
枠
を
超
え
て
、
多
様
な

価
値
観
や
文
化
を
尊
重
し
な
が
ら
、

と
も
に
参
画
し
活
躍
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
お

互
い
を
尊
重
し
、
協
力
し
合
い
な

が
ら
誰
も
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
規
模
な
基
盤
整
備
事
業
へ
の

投
資
や
社
会
保
障
関
連
経
費
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
今
後
も
町
民

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
な
が
ら
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
行
財
政
運

営
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行

政
の
一
層
の
効
率
化
と
国
や
県
補
助

金
、
地
方
債
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
加

え
、
広
告
収
入
や
保
有
資
産
の
有

効
活
用
な
ど
に
よ
る
財
源
確
保
が

今
ま
で
以
上
に
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
庁
舎
へ
の
移
転
を
機

に
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
け
る
よ
う
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
さ
ら
に
推
進
し
て
行

政
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

職
員
の
資
質
の
向
上
や
働
き
方
改

革
を
進
め
、
必
要
な
人
員
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　この度、大泉町長として４期目の町政を担わせて　この度、大泉町長として４期目の町政を担わせて
いただくこととなりましたが、最も身近な行政の長いただくこととなりましたが、最も身近な行政の長
という責任の重大さに、あらためて身が引き締まるという責任の重大さに、あらためて身が引き締まる
思いを感じております。思いを感じております。
　町民の皆さまが笑顔で、そして元気に暮らせて、　町民の皆さまが笑顔で、そして元気に暮らせて、
大泉町に住んで良かったと思っていただけるような大泉町に住んで良かったと思っていただけるような
町にしていけるよう、職員とともに、全力で職務に町にしていけるよう、職員とともに、全力で職務に
あたってまいります。あたってまいります。

住住んで良かったんで良かった
大大泉町を目指して泉町を目指して

を
目
指
す
若
者
に
新
た
な
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

※学校内の法的な相談窓口である弁護士

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

変
化
す
る
社
会
情
勢
に
柔
軟
に

対
応
し
、
防
災
関
連
設
備
や
資
機

材
の
整
備
な
ど
、
防
災
力
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
な
が

ら
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
さ
ら

に
強
め
、
防
犯
お
よ
び
交
通
安
全

対
策
を
継
続
的
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

～
防
災
力
と
防
犯
力
の

～
防
災
力
と
防
犯
力
の

さ
ら
な
る
向
上
～

さ
ら
な
る
向
上
～

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援

～
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る

～
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る

一
体
的
な
支
援
の
充
実
～

一
体
的
な
支
援
の
充
実
～

行
財
政
改
革

行
財
政
改
革

～
財
源
確
保
・
さ
ら
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
・

～
財
源
確
保
・
さ
ら
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
・

行
政
を
支
え
る
人
材
確
保
～

行
政
を
支
え
る
人
材
確
保
～

多
文
化
共
生

多
文
化
共
生

～
多
文
化
共
生
の
推
進
～

～
多
文
化
共
生
の
推
進
～

高
齢
者
福
祉

高
齢
者
福
祉

～
高
齢
者
福
祉
の
さ
ら
な
る
充
実
～

～
高
齢
者
福
祉
の
さ
ら
な
る
充
実
～

教
育
の
充
実

教
育
の
充
実

～
み
ら
い
の
お
お
い
ず
み
を
担
う

～
み
ら
い
の
お
お
い
ず
み
を
担
う

人
材
の
育
成
～

人
材
の
育
成
～
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